
九

専
攻
学
科
目　

農
芸
化
学

生　

年　

月　

昭
和
二
三
年
一
一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
六
年　

六
月 

東
京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
業

同　

四
八
年　

四
月 

佐
賀
県
農
業
試
験
場
技
師

同　

五
三
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
三
年　

三
月 
農
学
博
士
（
東
京
大
学
）

同　

五
三
年　

四
月 

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

同　

五
四
年　

四
月 

中
国
科
学
院
北
京
動
物
研
究
所
博
士
研
究
員

同　

五
五
年　

五
月 

東
京
大
学
農
学
部
助
手

平
成　

三
年　

六
月 

東
京
大
学
海
洋
研
究
所
海
洋
分
子
生
物
学
部
門
助
教
授

同　
　

六
年　

一
月 

東
京
大
学
海
洋
研
究
所
海
洋
分
子
生
物
学
部
門
教
授

同　
　

九
年　

九
月 

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授

同　

二
三
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
長
・
農
学
部
長

同　

二
五
年　

六
月 

東
京
大
学
名
誉
教
授

同　

二
六
年　

一
月 

中
国
・
浙
江
大
学
生
命
科
学
学
院
教
授
（
平
成
二
八
年
六
月
ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

長な
が　

澤さ
わ　

寛ひ
ろ　

道み
ち



一
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農
学
博
士
長
澤
寛
道
氏
の
「
バ
イ
オ
ミ
ネ
ラ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
制
御
機
構
に
関
す
る
生
物
有
機

化
学
的
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

骨
や
貝
殻
な
ど
生
物
が
作
る
鉱
物
を
バ
イ
オ
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
い
、
そ
の
形
成

反
応
を
バ
イ
オ
ミ
ネ
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
。
石
灰
化
は
そ
の
主
要
な
も
の

で
あ
り
、
バ
イ
オ
ミ
ネ
ラ
ル
に
は
少
量
の
有
機
物
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。

今
日
の
地
球
温
暖
化
問
題
の
主
原
因
で
も
あ
る
二
酸
化
炭
素
は
、
地
球
誕
生

の
こ
ろ
は
大
気
の
九
七
％
を
占
め
て
い
た
が
、
現
在
は
わ
ず
か
〇
・
〇
五
％
に

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
生
命
誕
生
以
来
四
〇
億
年
に
も
お
よ
ぶ
生
物
の
活
動
が

も
た
ら
し
た
こ
の
減
少
は
、
主
に
緑
色
植
物
に
よ
る
光
合
成
と
、
石
灰
化
生
物

に
よ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
生
成
の
二
種
類
の
炭
酸
固
定
が
関
わ
っ
て
い
る
。
光

合
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
詳
細
な
分
子
機
構
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た

一
方
で
、
石
灰
化
生
物
が
遺
体
で
あ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
膨
大
な
石
灰
岩
と

し
て
広
く
地
球
表
層
に
堆
積
さ
せ
て
き
た
機
構
に
つ
い
て
は
、
鉱
物
が
主
体
と

な
る
た
め
に
生
命
科
学
の
中
で
取
り
扱
い
難
く
、
そ
の
反
応
機
構
に
は
不
明
の

点
が
多
く
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

長
澤
氏
は
、
様
々
な
生
物
の
石
灰
化
組
織
か
ら
多
数
の
新
規
有
機
基
質
を
世

界
に
先
駆
け
て
同
定
し
、
そ
れ
が
石
灰
化
に
果
た
す
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
種
を
超
え
た
石
灰
化
反
応
に
共
通
す
る
機
構
と
そ
の
全
体
像
の
解
明

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

石
灰
化
組
織
に
少
量
含
ま
れ
る
有
機
物
が
石
灰
化
反
応
の
基
質
と
し
て
重
要

だ
と
い
う
考
え
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
混
合
物
と
し
て
し
か
得
ら

れ
て
お
ら
ず
、
単
一
化
合
物
ま
で
精
製
・
解
析
さ
れ
た
例
は
な
か
っ
た
。
長
澤

氏
は
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
胃
石
か
ら
主

要
な
有
機
基
質
を
精
製
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
部
分
ア
ミ
ノ
酸
配
列
か
ら

cD
N

A

を
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
四
六
二
ア
ミ
ノ
酸
残
基
か

ら
成
る
タ
ン
パ
ク
質
（G

A
M

P

）
を
同
定
し
た
。
本
タ
ン
パ
ク
質
は
炭
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
結
合
活
性
を
有
し
、
胃
石
を
構
成
す
る
主
要
な
有
機
成
分
と
し
て
そ
の

形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
様
々
な

生
物
の
石
灰
化
組
織
か
ら
有
機
基
質
と
し
て
主
要
な
成
分
を
同
定
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
化
学
構
造
に
共
通
す
る
保
存
則
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実

は
、
進
化
の
過
程
で
様
々
な
生
物
が
独
立
に
石
灰
化
能
力
を
獲
得
し
た
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
同
氏
は
石
灰
化
以
外
の
鉱
物
結
晶
化
に
つ

い
て
も
研
究
を
深
め
、
バ
イ
オ
ミ
ネ
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
制
御
機
構
を
よ
り
広

い
立
場
か
ら
解
析
し
て
い
る
。

上
述
の
段
階
の
研
究
で
は
結
果
と
し
て
石
灰
化
組
織
中
で
量
的
に
主
要
な
有
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機
基
質
に
注
目
す
る
こ
と
に
な
り
、
石
灰
化
機
能
に
真
に
重
要
な
有
機
基
質
を

見
逃
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
長
澤
氏
は
、
石
灰
化
に
関
連
す
る
微

量
の
生
物
活
性
物
質
をin vitro

で
検
出
す
る
全
く
独
自
の
検
定
法
の
開
発
を

行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
石
灰
化
反
応
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
多
く
の
新
規
有
機

基
質
の
検
出
・
同
定
に
成
功
し
た
。
検
定
対
象
と
し
た
生
物
活
性
に
は
、
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
（
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）
結
晶
結
合
活
性
、
結
晶
多
形
選
択
的
結

合
活
性
、
キ
チ
ン
結
合
活
性
、
非
晶
質
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
維
持
活
性
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
指
標
と
し
て
有
機
基
質
を
精
製
・
単
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、
石

灰
化
の
制
御
に
関
わ
る
多
く
の
微
量
活
性
物
質
の
同
定
に
成
功
し
た
。

生
物
の
石
灰
化
組
織
中
の
炭
酸
イ
オ
ン
と
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
空
間
的
配

置
に
は
、
常
温
常
圧
で
安
定
な
カ
ル
サ
イ
ト
、
準
安
定
な
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
お
よ

び
フ
ァ
ー
テ
ラ
イ
ト
に
加
え
て
非
晶
質
構
造
も
存
在
す
る
。
様
々
な
生
物
の
石

灰
化
組
織
は
特
有
の
結
晶
多
形
を
と
る
が
、
一
九
六
〇
年
に
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
真

珠
層
が
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
多
形
を
と
る
の
は
そ
れ
が
含
む
有
機
基
質
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
研
究
者
が
そ
れ
を
同
定
し
よ
う
と
し
た
が
誰
も
成
し

得
な
か
っ
た
。
長
澤
氏
は
先
に
述
べ
た
結
晶
多
形
選
択
的
結
合
活
性
を
測
定
す

る
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
真
珠
層
の
有
機
基
質
粗
抽
出
物
か
ら
ア
ラ
ゴ

ナ
イ
ト
に
選
択
的
に
結
合
す
る
微
量
の
タ
ン
パ
ク
質
（Pif

）
を
発
見
、
精
製

単
離
し
て
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
構
造
を

誘
導
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
一
方
で
、
非
晶
質
構
造
を
と
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
を
維
持
さ
せ
る
活
性
物
質
と
し
て
、
ホ
ス
ホ
エ
ノ
ー
ル
ピ
ル
ビ
ン
酸
お
よ
び

3-

ホ
ス
ホ
グ
リ
セ
リ
ン
酸
を
同
定
し
た
。
石
灰
化
組
織
に
お
け
る
量
的
に
主

要
な
有
機
成
分
の
発
見
に
続
く
、
特
定
の
立
体
配
置
を
有
す
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
の
生
成
を
機
能
的
に
導
く
こ
れ
ら
有
機
基
質
の
同
定
は
、
石
灰
化
反
応
を
制

御
す
る
機
構
を
世
界
に
先
駆
け
て
物
質
的
に
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
成
果
を
も
と
に
、
石
灰
化
組
織
の
有
機
基
質
を
そ
の
機
能
か
ら
、
不

溶
性
、
多
機
能
性
、
結
晶
成
長
制
御
、
非
晶
質
安
定
化
の
四
種
類
に
分
類
し
た

生
物
間
共
通
モ
デ
ル
を
提
案
し
た
。
ま
ず
、
不
溶
性
の
有
機
基
質
が
石
灰
化
の

足
場
を
形
成
し
、
そ
の
不
溶
性
基
質
に
多
機
能
性
タ
ン
パ
ク
質
が
特
異
的
に
結

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
晶
化
や
結
晶
多
形
を
調
節
す
る
。

さ
ら
に
、
不
溶
性
の
有
機
基
質
と
は
直
接
相
互
作
用
を
も
た
ず
、
無
機
結
晶
と

の
相
互
作
用
を
通
じ
て
結
晶
成
長
を
調
節
し
て
い
る
可
溶
性
基
質
も
存
在
す

る
。
こ
の
よ
う
な
実
験
に
基
づ
く
生
物
に
お
け
る
石
灰
化
に
関
す
る
普
遍
的
モ

デ
ル
は
こ
れ
ま
で
提
案
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

義
は
極
め
て
大
き
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
長
澤
氏
は
こ
れ
ま
で
未
解
明
で
あ
っ
た
石
灰
化
反
応
に
対

し
て
有
機
基
質
を
基
軸
に
し
た
石
灰
化
機
構
研
究
に
新
し
い
潮
流
を
創
り
出

し
、
石
灰
化
反
応
の
理
解
に
大
き
く
貢
献
す
る
独
創
的
な
成
果
を
挙
げ
た
。
こ

の
間
、
日
本
農
芸
化
学
会
奨
励
賞
、
日
本
農
学
賞
・
読
売
農
学
賞
、
紫
綬
褒
章

な
ど
を
受
賞
・
受
章
し
、
国
内
で
は
バ
イ
オ
ミ
ネ
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
を
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立
ち
上
げ
、
国
際
的
に
は
第
一
四
回
国
際
バ
イ
オ
ミ
ネ
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
主
宰
す
る
な
ど
こ
の
分
野
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
実
績
は
国
内

外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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